
　　＊趣味や特技を生かすことも考えていきましょう。

在宅退院コース

　　　　　　在宅（家庭復帰）介護サービスを受けながら、安全でいきいきとした家庭生活の継続を目指します。

　　　　　　　＊骨粗鬆症の治療と日常の健康管理のためにかかりつけ医の診察を必ず受けましょう。

　　　　　　　＊つまづいたり、転倒・転落しないように自宅の環境を整えましょう。

　　　　　　　＊退院時の移動動作・日常生活の動きを維持できるように、リハビリを継続しましょう。必要に応じてディサービスや訪問リハビリ、通所サービス等を継続しましょう。

　　病名等は現時点で考えられるものです。この内容は標準的な診療・看護・リハビリ等の入院計画です。病状によって変更する場合がありますのでご了承ください。

大腿骨近位部骨折後の治療の流れについて説明を受けました。 　　　年　　　　　月　　　　日
説明者 記載された診療情報が各医療機関・施設で共有されることに同意します。

医師名 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 署名　患者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

看護師名 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 署名　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（続柄：　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　医療ケアが必要な場合は 

上記の内容の説明を行いました。　　    年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　＊必要な時期に介護保険や身体障害認定の申請を説明します。

　　　　　　　　　　＊退院に向けた準備を、ケアマネージャーやかかりつけ医等と相談しながら行います。

　　座位時間を増やし、いろんな訓練を行います。

　　家庭訪問や試験外出・外泊を行います。

＊在宅退院の場合は介
護認定の説明を行いま
す。また、必要時に介護
サービス等の相談を行い
ます。

　

在宅（家庭復帰）

　　病状に合わせてリハビリを開始します。

歩行訓練

居住地や空床状況により転院先を選定します

　　生活のリズムをつけましょう。

　　生活の中で動作訓練を行いましょう。

                        一般病院、療養型病院、介護老人保健施設等　リハビリ重点コース

　　           　　　　療養しながら日常生活の自立と在宅復帰を目指します。

回復期リハビリ病院

＜南河内圏域大腿骨近部骨折地域連携診療計画書＞　　　大阪南医療センター　　患者様用　　　　　　　患者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様

南河内地域では、大腿骨近位部骨折後の状態に応じて適切な病院や施設で治療や療養・リハビリを受けて在宅復帰を目指していただきます。

大阪南医療センター

大腿骨頸部骨折の手術など急性期の治療を行います
療養中心の病院・施設

２週間前後 　　　　　　　　　　　療養と生活機能の回復や維持を担う

  療養中心コース

　　病状が安定したら、自宅退院、回復期リハビリ、

在宅復帰困難な場合、入院期間を短縮して対応を検討
する場合もあります。

　　動作/食事/言葉などの訓練を行います。

　　療養中心の病院や施設のどれかを選択します

骨折前の状態に応じて概ね３つのコースに分かれます

＊ご本人の状態によってプランを設定します。各プランごとに大まかな入院期間が決まります。

状態の急変時は主に急性期病院へ連携します。

　　在宅へ向けて話し合いましょう。

集中的なリハビリにより、在宅復帰を目指します
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連携する医療機関や老健施設と地域連携診療計画の評価・見直しや円滑な連携のための情報交換を定期的に行っています。 
急性期診療の経過、継続するケア、リハビリ等の情報提供を行い、切れ目のない医療を提供できるように努めています。 


